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医療３単産国会議員要請行動
夜勤改善・大幅増員等を求める新たな国会請願署名

紹介・賛同議員広がる！
与野党の国会議員らが激励

全国から
292人が参加！

２２ 

東
北
地
区
職
種
別
懇
談
会
を
開
催

２２ 

秋
・
冬
季
の
取
り
組
み
に
向
け
た
合
同
地
区
別
単
組
代

表
者
会
議 

「
関
東
甲
信
越
地
区
」「
中
部
、
近
畿
地
区
」

３３ 

論
壇
「
宇
都
宮
大
学
と
群
馬
大
学
の

　
　
　
　
　
　
　
　

共
同
教
育
学
部
設
置
に
つ
い
て
」

　
　
　

宇
都
宮
大
学
職
員
組
合
書
記
長
　

丸
山 

剛
史

３３ 

職
場
の
Ｑ
＆
Ａ
⒆ 

有
期
雇
用
契
約
の
無
期
転
換

４４ 

単
組
か
ら
の
レ
ポ
ー
ト

� 

北
海
道
大
学

　
　

「
新
執
行
部
、

　
　

 

総
長
解
任
問
題
で
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催
」

� 

木
更
津
工
業
高
等
専
門
学
校

　
　

「
持
続
可
能
性
の
あ
る
職
場
を
求
め
て
」

４４ 

わ
た
し
も
ひ
と
こ
と

2019年11月12日 会場「衆議院 第２議員会館」（東京・永田町）

　

８
月
に
締
め
切
ら
れ
た
概
算

要
求
に
基
づ
き
、
年
末
に
か
け

て
政
府
予
算
案
が
編
成
さ
れ
ま

す
。
全
大
教
は
、
８
月
に
、
概

算
要
求
に
あ
た
っ
て
の
要
望
を

出
し
、
９
月
25
日
、
26
日
に
概

算
要
求
内
容
に
つ
い
て
会
見
を

行
い
ま
し
た
。

　

今
回
、
そ
の
会
見
で
明
ら
か

に
さ
れ
た
内
容
や
文
科
省
の
見

解
を
踏
ま
え
て
、
あ
ら
た
め
て

政
府
予
算
案
へ
の
要
望
を
整
理

し
提
出
し
た
も
の
で
す
。

　

要
望
項
目
は
６
つ
。

「        

国
立
大
学
法
人
運
営
費

        

交
付
金
の
基
盤
的
経
費

を
充
実
す
る
こ
と
」

「        

国
立
高
等
専
門
学
校
運

　
　

   

営
費
交
付
金
の
充
実
を

図
る
こ
と
」

「　

 　

 

公
立
大
学
の
運
営
費
交

　
　

   

付
金
が
適
切
に
交
付
さ

れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
」

の
３
項
目
は
、
そ
れ
ぞ
れ
、
国

立
大
学
、
国
立
高
専
、
公
立
大

学
の
運
営
費
交
付
金
の
充
実
、

適
切
な
交
付
を
求
め
る
も
の
で

す
。

　

９
月
の
会
見
で
は
、
文
部
科

学
省
は
、
国
立
大
学
法
人
運
営

費
交
付
金
が
中
期
目
標
・
中
期

計
画
の
確
実
な
実
施
の
た
め
に

措
置
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
と
い

う
認
識
を
明
確
に
し
て
そ
の
た

め
に
増
額
要
求
し
て
い
る
と
明

言
し
ま
し
た
。
ま
た
大
学
で
の

人
手
不
足
解
消
や
教
員
の
長
時

間
労
働
是
正
・
研
究
時
間
確
保
、

さ
ら
に
は
学
費
値
下
げ
を
可
能

と
す
る
た
め
に
も
運
営
費
交
付

金
増
額
が
資
す
る
と
い
う
認
識

を
示
し
ま
し
た
。
こ
う
し
た
見

解
・
認
識
を
是
と
し
、
そ
の
実

現
の
た
め
に
運
営
費
交
付
金
の

確
保
の
努
力
を
あ
ら
た
め
て
求

め
て
い
ま
す
。
２
０
１
９
年
度

か
ら
は
じ
ま
っ
た
新
た
な
評
価

配
分
が
単
年
度
評
価
で
あ
り
不

安
定
化
と
過
度
な
成
果
主
義
、

行
政
の
大
学
へ
の
介
入
を
招
く

と
し
て
あ
ら
た
め
て
反
対
し
、

撤
廃
す
る
こ
と
を
求
め
て
い
ま

す
。

　

国
立
高
専
の
運
営
費
交
付
金

に
つ
い
て
は
、
教
育
機
関
に
ふ

さ
わ
し
い
安
定
的
な
交
付
金
措

置
を
も
と
め
、
そ
の
た
め
に
効

率
化
係
数
廃
止
へ
の
努
力
を
あ

ら
た
め
て
求
め
て
い
ま
す
。

　

公
立
大
学
運
営
費
交
付
金

が
、
設
置
自
治
体
か
ら
適
切
に

交
付
さ
れ
る
よ
う
、
文
科
省
と

し
て
努
力
を
求
め
て
い
ま
す
。

「　

 　

 

運
営
費
交
付
金
で
の
授

　
　

   

業
料
免
除
枠
の
維
持
と

修
学
支
援
の
新
制
度
の
充
実
、

大
学
院
生
へ
の
支
援
の
充
実
を

図
る
こ
と
」

で
は
、
２
０
２
０
年
度
か
ら
開

始
さ
れ
る
新
し
い
修
学
支
援
に

と
も
な
い
、
従
来
の
授
業
料
減

免
枠
の
廃
止
あ
る
い
は
縮
小
が

危
惧
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
確
保

を
求
め
て
い
ま
す
。
加
え
て
、

大
学
院
生
へ
の
支
援
の
充
実
を

求
め
て
い
ま
す
。

「　

 　

 

国
立
大
学
等
に
お
け
る

　
　

   

働
き
方
改
革
の
実
質
化

と
教
職
員
の
長
時
間
労
働
是

正
、
研
究
時
間
の
確
保
が
で
き

る
よ
う
運
営
費
交
付
金
の
対
応

を
行
う
こ
と
」

で
は
、
長
時
間
労
働
や
研
究
時

間
が
確
保
で
き
な
い
こ
と
を
抜

本
的
に
改
善
す
る
た
め
の
人
件

費
相
当
の
運
営
費
交
付
金
増
額

を
求
め
て
い
ま
す
。

「　

 　

 

若
手
教
員
の
雇
用
と
教

　
　

   

育
・
研
究
条
件
の
充
実

を
図
る
と
と
も
に
、
教
員
組
織

の
年
齢
構
成
の
歪
み
や
特
定
年

齢
層
へ
の
負
担
を
押
し
付
け
る

結
果
と
な
る
一
律
的
な
人
事
を

求
め
な
い
こ
と
」

で
は
、若
手
教
員
の
研
究
条
件
、

雇
用
の
安
定
の
実
現
が
可
能
と

な
る
措
置
を
求
め
、
一
方
で
、

行
き
過
ぎ
た
一
律
の
「
若
手
教

員
比
率
向
上
」
の
目
標
達
成
を

迫
る
や
り
方
が
歪
み
を
生
ん
で

い
る
現
状
を
指
摘
し
、
ゆ
と
り

を
も
っ
た
年
齢
構
成
是
正
が
で

き
る
措
置
を
求
め
て
い
ま
す
。

　

中
央
執
行
委
員
会
で
は
、
２

０
２
０
年
１
月
に
、
政
府
予
算

案
の
説
明
を
受
け
、
意
見
交
換

を
お
こ
な
う
会
見
を
設
定
す
る

予
定
で
す
。

　

  （
副
委
員
長　

長
山 

泰
秀
）

　

11
月
12
日
、
医
療
３
単
産

（
全
大
教
、
医
労
連
、
自
治
労

連
）
に
よ
る
国
会
議
員
要
請

行
動
が
行
わ
れ
、
全
国
か
ら

２
９
２
人
が
参
加
し
終
日
行

動
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。

　

行
動
に
先
立
っ
て
行
わ
れ

た
意
思
統
一
集
会
で
は
、
医

療
３
単
産
共
闘
が
活
動
を
開

始
し
た
２
０
０
８
年
以
降
の

動
き
と
し
て
、
こ
の
間
に
医

師
の
養
成
数
引
上
げ
や
医
療

現
場
の
勤
務
環
境
改
善
、
介
護
従

事
者
の
処
遇
改
善
、
診
療
報
酬
に

夜
勤
改
善
項
目
、
イ
ン
タ
ー
バ
ル

規
制
の
努
力
義
務
化
な
ど
、
直
接

請
願
採
択
に
結
び
つ
か
な
く
て
も
、

医
師
・
看
護
師
・
介
護
職
な
ど
を

め
ぐ
る
様
々
な
改
善
策
が
毎
年
出

さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
、
継
続
し

た
取
り
組
み
が
重
要
で
あ
る
こ
と
。

ま
た
、
医
療
従
事
者
の
需
給
に
関

す
る
検
討
会
「
看
護
職
員
需
給
分

科
会
」
に
示
し
た
厚
労
省
の
２
０

２
５
年
時
点
の
看
護
職
員
需
給
推

計
（
案
）
に
つ
い
て
、
現
状
の
過

酷
な
労
働
実
態
を
ベ
ー
ス
と
し
た

推
計
で
あ
り
、
労
働
環
境
改
善
の

た
め
に
は
、
政
府
推
計
の
1.5
倍
以

上
の
看
護
師
が
必
要
で
あ
る
こ
と

な
ど
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
集
会

に
は
、
与
野
党
の
10
人
の
国
会
議

員
が
激
励
に
駆
け
つ
け
ま
し
た
。

　

午
後
か
ら
は
、
参
加
者
に
よ
る

国
会
議
員
４
９
２
人
へ
の
要
請
行

動
が
展
開
さ
れ
、
こ
の
日
の
行
動

を
中
心
と
し
た
新
国
会
請
願
署
名

２
年
目
の
取
り
組
み
で
は
、
こ
れ

ま
で
に
紹
介
議
員
49
人
、
賛
同
議

員
４
人
の
合
わ
せ
て
53
人
と
な
っ

た
と
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　

全
大
教
か
ら
は
、
病
院
協
議
会

幹
事
を
中
心
に
５
人
が
参
加
、
長

谷
川
議
長
が
全
大
教
を
代
表
し
て

の
報
告
、
小
河
幹
事
が
ま
と
め
の

集
会
で
の
閉
会
挨
拶
（
写
真
）
を

行
い
ま
し
た
。

　
　

  （
書
記
次
長　

石
川 

洋
基
）

　

中
央
執
行
委
員
会
は
、
１１
月
１２
日
、
政
府
予
算
案
編
成
期

に
あ
た
り
、
萩
生
田
光
一
文
部
科
学
大
臣
に
あ
て
て
要
望
書

を
提
出
し
ま
し
た
。

「      

「「

  
「


